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こんにちは　あかちゃん

写真の説明

中村　天花ちゃん　父：浩二さん　（第４区）
　　　　母：安由さん

て ん か

明るく元気に育ってほしいです。
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新年のご挨拶

令和３年正月　山江村議会議長　中竹　耕一郎

　新年明けましておめでとうございます。
　御家族お揃いで輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。村民の
皆様には、日頃から村議会全般に対するご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上
げます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症が発生し、しかも急激な拡大により、まだ
まだ先が見えない状況で世界各国がその対応に右往左往しております。更に、
未曾有の豪雨により、人吉球磨地域は歴史的大水害を被り、危機に直面しました。
しかし、関係者を始め住民のふるさとへの復旧復興に対する意欲により、次第
にその動きは活発化しつつあります。本村も甚大な被害が発生しましたが、早
速復旧復興に向けて対策を講じております。被害に遭われた方々には心からお
見舞い申し上げます。
　コロナ感染により生活様式、経済状況、社会環境などの変化により取り巻く
情勢には厳しいものがあります。いささか時間はかかりますが、課題の解決に
向けて、皆の知恵と工夫により切り抜けなければなりません。
　地方がいつも元気で「日々安心して暮らせる社会」が実感できるよう議会も
その役割、責任を一層自覚し全力で取り組む決意を新たにしているところです。
　令和三年新春にあたり、村民の方々に取りまして平穏で佳い年であることを
心から願っております。本年もどうぞよろしくお願い致します。

（写真：山江村議会議場）
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令和２年第８回山江村議会定例会報告
農林業施設災害復旧費　約５億円計上！

区　　分 補正前額 補正額 計 主　な　説　明
3,130,131

255,433

22,285

25,700

36,986

1,469,100

625,799

13,323

220

490

4,462

190,900

3,755,930

268,756

22,505

26,190

41,448

1,660,000

災害復旧費国庫補助金等

子どものための教育・保育給付費等

公用車売払収入

災害見舞金

建物災害共済保険料等

災害復旧事業債等

区　　分 補正前額 補正額 計 主　な　説　明
59,775

942,595

687,075

488,656

325,688

165,032

289,307

127,028

351,454

3,385,247

215,045

△145

4,124

41,892

44,938

5,598

1,564

4,321

△2,176

26,568

761,806

△53,296

59,630

946,719

728,967

533,594

331,286

166,596

293,628

124,852

378,022

4,147,053

161,749

議員・職員手当

時間外勤務手当など

児童福祉費負担金など

公費解体・撤去工事請負費など

公有林災害復旧工事請負費など

商工費負担金など

人件費（人事異動に伴う）など

水防費の減額など

公立学校情報機器購入費など

災害復旧本工事など

　令和２年第８回１２月定例会は、１２月８日から１０日までの３日間の会期で開催されました。条
例の制定４件、令和２年度一般会計及び特別会計補正予算７件、山江村人権擁護委員の推薦に関する
意見を求める諮問１件及び報告１件の計１３件が提案され、審議を行った結果、原案どおり可決しま
した。また、山江村選挙管理委員及び補充員の選挙については、議長の指名推選により委員４名、補
充員４名が当選されました。
　一般質問には５名が登壇し、７月豪雨からの復旧・復興状況をはじめ、執行部の考えを質しました。

令和２年度補正予算　一般会計補正予算（第８号）

【歳　入】 （単位：千円）

【歳　出】 （単位：千円）

※補正のあった項目のみを掲載していますので、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

　歳入歳出それぞれ８億３，５１９万４千円を追加し、総額８２億３，１５４万１千円とする補正で、
７月豪雨で被災した農林業施設等の災害復旧費４億９，９７２万円が主なものとなっています。

7,396,347 835,194 8,231,541

7,396,347 835,194 8,231,541

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

予 備 費

歳 出 合 計
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特別会計補正予算
（単位：千円）

区　　分 補正前額 補正額 計 主　な　説　明

国民健康保険

簡   易   水   道

農業集落排水

介   護   保   険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

諮問第　１号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

選挙第　１号

※原案可決・意見については、全議員賛成。

山江村人権擁護委員の推薦に関する意見を求めることについて

山江村債権管理税条例の一部を改正する条例の制定について

山江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

令和２年度山江村一般会計補正予算（第８号）

令和２年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第４号）

令和２年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第５号）

令和２年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第５号）

令和２年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第２号）

令和２年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第２号）

令和２年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第４号）

山江村選挙管理委員及び補充員の選挙について

適任意見

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

推選当選

議案第６１号 原案可決

470,047

266,809

172,405

469,212

39,946

67,595

16,000

△50,414

1,400

1,185

△50

△26

486,047

216,395

173,805

470,397

39,896

67,569

一般被保険者高額療養費補助など

災害復旧本工事費の減額など

集落排水施設修繕料など

システム改修委託料など

負担金の減額

宅内引込工事費など

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました
議 案 番 号 事　　件　　名 議決の結果

報告第　４号

議案第６２号

原案可決

原案可決

令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告

について

山江村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について

山江村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定

について



⑤ 山江村議会だより 令和３年１月３１日発行

金子代議士へ要望書提出 坂本大臣（代理）へ説明

松村参議へ要望書提出 馬場参議へ説明

過疎地域に対する要望活動過疎地域に対する要望活動
　令和２年１１月１３日、新たな過疎対策法に関する要望活動を行いました。
　過疎地域である山江村は、この制度によって財政面の優遇措置を受けており、上下水道や道路の整
備をはじめとする住民生活に欠かすことのできない社会資本整備、ＩＣＴ教育などのソフト事業が先
駆的に実現できました。今回、過疎対策法の期限が令和３年３月末に失効することに伴い、過疎要件
等の見直が検討され、山江村が優遇措置を受けられる過疎地域の指定から除外される可能性があると
の情報を得たため、全議員及び内山村長が上京し、地元選出国会議員へ山江村の現状を説明し、過疎
要件の緩和などについて要望書を提出しました。
　今後も山江村の発展のため、意義ある要望活動を行っていきます。

Pick Up
◇
諮
問
第
１
号

氏
名　

前
田　

勝
則　

氏

生
年
月
日

　
　
　

昭
和
32
年
１
月
10
日

《
内
容
》

山
江
村
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
す
る

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

適
任
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
付
し
て
答
申
。

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
に

つ
い
て
は
、
議
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
議
長
の
指
名
推

選
で
行
う
こ
と
に
決
定
し
、
議
長
が
指
名

を
行
っ
た
。

谷
川　

安
照　

氏

豊
永　

睦
夫　

氏

前
村　

和
夫　

氏

山
北　

や
ち
よ　

氏

◇
選
挙
第
１
号

《
内
容
》

選
挙
管
理
委
員（
当
選
決
定
）

第
一
順
位　

中
村　

直
人　

氏

第
二
順
位　

谷
川　

正
一
郎　

氏

第
三
順
位　

前
田　

勝
則　

氏

第
四
順
位　

橋
本　

文
代　

氏

選
挙
管
理
委
員
補
充
委
員（
当
選
決
定
）

山
江
村
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て

衆議院議員　金子　恭之　氏
１億総活躍・地方創生担当大臣　坂本　哲志　氏（代理）
参議院議員　松村　祥史　氏
参議院議員　馬場　成志　氏

【要望先国会議員】
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土砂、流木を防ぐ砂防ダム
（万江川流域の治水対策）

基礎路盤ごと滑落した村道（村道・岩ヶ野下払線）

地
区
住
民
の
迂
回
路
で

あ
る
西
川
内
下
払
線
の

途
中
山
林
に
は
、
落
石
危
険
の

あ
る
転
石
が
多
数
点
在
し
て
い

る
が
、
落
石
防
止
の
安
全
確
保

等
の
対
策
は
。

下
払
地
区
手
前
の
道
路
滑
落

箇
所
は
、
災
害
査
定
の
後
、

工
事
復
旧
に
入
る
が
工
事
費

は
約
一
億
円
を
見
込
み
、
長

期
間
と
な
る
。

下
払
、
大
平
地
区
住
民

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
基
幹
道
路
で
あ
る

岩
ケ
野
下
払
線
で
、
今
回
の
豪

雨
に
よ
り
、
基
礎
路
盤
ご
と
滑

落
す
る
と
い
う
大
き
な
災
害
が

発
生
し
、
早
期
の
復
旧
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
災
害
復
旧
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

こ
の
路
線
で
は
二
箇
所
の
災

害
が
発
生
。
起
点
側
手
前
の

土
砂
崩
れ
は
、
堆
積
土
砂
の

除
去
で
年
度
内
の
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。

令
和
元
年
９
月
に
落
石
事
故
が

発
生
し
て
か
ら
、
長
期
に
亘
り

通
行
止
め
を
行
っ
て
い
る
。

現
地
調
査
を
実
施
し
、
山
腹
に

は
多
数
の
落
石
の
恐
れ
の
あ
る

転
石
を
確
認
し
て
い
る
。
県
の

治
山
工
事
に
よ
り
、
令
和
３
年

３
月
ま
で
に
は
、
工
事
発
注
の

予
定
で
あ
る
。

万
江
川
流
域
は
広
き

に
亘
り
、
住
宅
、
道
路
、

橋
梁
、
田
畑
等
に
大
き
な
災

害
を
受
け
た
。

災
害
の
要
因
で
も
あ
る
森
林
の

荒
廃
の
有
り
様
は
想
像
を
超

え
、「
川
を
治
め
る
者
は
国
を

治
め
る
」
の
格
言
が
あ
る
よ
う

に
、
山
の
手
入
れ
を
し
、
整
備

を
し
て
、
山
を
治
め
る
。
川
の

流
れ
を
良
く
し
、
氾
濫
を
防
い

で
川
を
治
め
る
。
と
い
う
こ
と

か
ら
し
て
、「
治
山
治
水
」
の

整
備
が
最
重
要
で
あ
る
。

緊
急
的
対
策
と
し
て
、
河
川
に

堆
積
し
た
土
砂
を
一
刻
も
早
く

除
去
す
る
こ
と
と
、
万
江
川
流

域
の
広
大
な
面
積
の
森
林
資
源

の
保
全
整
備
と
併
せ
て
、
万
江

川
流
域
全
体
の
治
水
対
策
と
し

て
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
土

砂
や
流
木
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防

ダ
ム
の
建
設
が
よ
り
効
果
が
あ

り
、必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

万
江
川
本
流
に
吐
合
の
砂
防
ダ

ム
並
み
の
砂
防
ダ
ム
の
建
設
の

要
望
だ
と
思
う
が
、
意
見
交
換

会
や
地
域
懇
談
会
で
も
区
長
や

地
域
住
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

万
江
川
は
県
の
管
理
河
川
で
あ

る
の
で
、
九
州
地
方
整
備
局
や

県
に
も
砂
防
ダ
ム
の
必
要
性
に

つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。

万
江
川
の
砂
防
ダ
ム
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
地
域
全
体
の
問
題
で
も

あ
り
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

横谷　巡 議員

ここが聞きたい！ 一般質問！

問

問

問

※一般質問の内容は質問した議員の責任により掲載しています。

岩
ケ
野
下
払
線
の
災
害
復

旧
の
見
通
し
に
つ
い
て

村
道
の
災
害
復
旧
と
万
江
川
に
砂
防
ダ
ム
の
建
設
を
！

万
江
川
流
域
全
体
の
治
水

対
策
と
し
て
砂
防
ダ
ム
の

建
設
は

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長
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橋梁災害　万江足算瀬地区

林道災害　万江葛地区

農地災害　万江淡島地区

画
策
定
ま
で
の
状
況
等
を
お
知

ら
せ
し
て
い
く
。

こ
の
他
、
災
害
支
援
者
へ
の
医

療
的
、
精
神
的
ケ
ア
に
つ
い
て

も
質
問
を
行
っ
た
。

工
事
予
定
等
を
広
報
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
知

ら
せ
る
こ
と
は
。

復
興
の
状
況
を
村
民
の
方
々
へ

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
山
江
村
災
害

検
証
及
び
復
興
計
画
策
定
委
員

会
議
で
現
場
検
証
し
、
復
興
計

る
の
で
、
県
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

現
在
、
４
件
の
申
請
が
あ
り
、

12
月
よ
り
淡
島
地
区
の
２
件

か
ら
着
工
を
始
め
て
お
り
、

随
時
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

年
度
末
完
了
に
向
け
て
進
め

て
い
く
。

工
事
が
完
了
す
る
ま
で
長
期
間

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
県
工
事
・
他
の
工
事
と
の

調
整
を
図
り
、
早
期
復
旧
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
・
３
月
頃
に
は
発
注
予
定
で

あ
る
が
、農
地
災
害
で
は
河
川
・

護
岸
工
事
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

本
復
旧
工
事
は
、
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。

①
県
道
坂
本
人
吉
線
・
万
江
川

河
川
掘
削
（
県
発
注
）

復
旧
に
は
長
期
間
を
要
す
る
の

で
、
緊
急
な
箇
所
を
考
慮
し
て

県
と
村
で
調
整
し
な
が
ら
復
旧

工
事
を
進
め
る
予
定
。
万
江
川

河
川
掘
削
工
事
は
、
随
時
発
注

し
工
事
を
進
め
て
い
く
。

②
村
道
・
農
地
・
公
費
解
体

村
道
・
河
川
工
事
も
本
復
旧
工

事
に
も
着
手
を
始
め
、
全
て
の

立道　徹 議員

令和２年１２年議会定例会

　
　

災
害
復
旧
の
過
程
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
周
知
し
て
は

　
　

復
旧
・
復
興
の
状
況
を
村
民
へ
伝
え
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
考
え
る

問

問

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
企
画
調
整
課
長

質
問

答
弁
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早期復旧が待たれる堤防（下の段地区）

が
住
宅
地
な
ど
、
緊
急
性
の
高

い
所
か
ら
順
次
工
事
に
着
手
す

る
予
定
と
の
回
答
。
下
の
段
橋

上
流
の
堤
防
は
引
き
続
き
県
へ

要
望
を
す
る
。

い
つ
頃
着
手
し
、
何
処

か
ら
は
じ
め
て
、
全
体

が
終
わ
る
の
は
い
つ
な
の
か
。

全
体
の
復
旧
に
長
期
間
を
有
す

る
事
か
ら
、
県
と
村
で
調
整
し

な
が
ら
村
と
し
て
も
早
期
復
旧

に
向
け
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

小
森
地
区
、
県
道
滝
下
。

神
園
橋
上
流
。
城
内
団

地
横
。
集
落
排
水
万
江
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
下
流
堤
防
は
、
今

回
の
大
水
害
で
一
部
堤
防
が
流

出
し
、
越
水
に
よ
る
水
田
、
家

屋
へ
の
土
砂
、
材
木
の
流
入
が

発
生
し
た
が
、
災
害
の
調
査
と

復
旧
に
お
け
る
現
在
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
復
興
計
画
と
下

の
段
橋
上
流
の
堤
防
が
無
い
所

や
低
い
所
の
計
画
は
。

県
へ
の
確
認
で
は
小
森
地
区
か

ら
人
吉
市
と
の
堺
ま
で
の
区
間

で
５
か
所
被
災
し
、
12
月
迄
に

災
害
査
定
を
完
了
し
、
背
後
地

万
江
阿
蘇
神
社
下
流
右

岸
と
下
の
段
橋
下
流
右

岸
に
は
、
河
川
内
の
内
側
に
向

い
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
の
河

川
内
堤
防
が
あ
る
が
、
川
幅
が

狭
く
感
じ
る
が
県
へ
改
良
の
要

望
は
出
来
な
い
の
か
。

基
本
的
に
は
河
道
を
阻
害
し

な
い
様
な
計
画
で
あ
り
、
確

保
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

川
道
を
阻
害
し
て
い
る
様
で

あ
れ
ば
県
へ
要
望
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

前
回
の
山
江
温
泉
ほ
た
る

の
避
難
所
に
つ
い
て
の
質

問
に
対
し
、
ど
の
様
な
調
査
、

検
討
を
さ
れ
た
の
か
。
又
、
山

江
村
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
は
、
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な

雨
漏
り
が
発
生
し
、
体
育
館
以

外
は
使
用
出
来
な
い
が
、
指
定

避
難
所
も
兼
ね
た
改
修
や
建
て

替
え
を
検
討
出
来
な
い
か
。

具
体
的
な
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
検
証
結
果
に
よ
り

今
回
の
状
況
を
踏
ま
え
、
指

定
避
難
所
か
ら
除
外
す
る
検

討
を
し
て
い
る
。
又
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
は
指

定
避
難
所
と
し
て
は
、
土
砂

災
害
に
対
し
て
危
険
な
リ
ス

ク
が
あ
り
、
避
難
所
と
し
て

の
指
定
は
考
え
て
い
な
い
。

利
活
用
に
つ
い
て
は
修
繕
等

で
対
応
を
考
え
て
い
る
が
大

規
模
な
修
繕
、
建
て
替
え
は

経
費
が
か
か
る
為
、
補
助
事

業
な
ど
の
有
利
な
財
源
を
模

索
し
て
い
る
。
万
江
地
域
内

に
お
い
て
は
指
定
避
難
所
が

無
い
為
、
安
全
な
高
台
に
避

難
所
建
設
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
一
時
的
な
緊

急
避
難
所
と
し
て
公
共
施
設

や
公
民
館
、
更
に
安
全
な
民

間
の
家
屋
等
の
利
用
な
ど
、

地
域
で
話
し
合
い
、
共
有
し
、

災
害
に
備
え
、
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
、
各
家
庭
で
大

雨
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

や
避
難
所
へ
の
避
難
経
路
な

ど
、
様
々
な
情
報
を
収
集
、

共
有
し
、
明
る
い
時
間
帯
で

の
早
目
の
避
難
準
備
と
避
難

開
始
を
と
り
、
自
分
達
の
命

は
家
族
や
地
域
で
守
る
行
動

を
と
っ
て
頂
き
た
い
。

万
江
川
流
域
の
早
期
復
旧
と
安
心
し
て
避
難
で
き
る
場
所
の
確
保
を
！

問

問

問

問

本田　りか 議員

ここが聞きたい！ 一般質問！

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
総
務
課
長
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流失した万江川護岸の水田用水路

令和２年１２年議会定例会

例
会
に
て
予
算
計
上
中
で
あ

る
。②
点
目
の
低
学
年
の
情
報

活
用
能
力
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
目
標
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
起
動
や
終
了
、
カ
メ
ラ
機
能

な
ど
取
扱
い
基
本
操
作
の
習
得

と
し
て
い
る
が
、
先
生
方
の
指

導
に
よ
り
操
作
能
力
も
非
常
に

向
上
し
て
い
る
。
今
後
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
想
定
し
、
低
学

年
に
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
あ
り
方
を
研
究
し
て
行
き
た

い
。③
点
目
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
３
月
か
ら
臨
時
休
校
と
な
っ

た
が
、
い
ち
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
双
方
向
通
信
の
良
さ
を
活

か
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
為
休
校

で
危
惧
さ
れ
た
教
育
課
程
の
遅

れ
も
現
在
通
常
の
進
路
に
戻
っ

て
い
る
。
今
回
の
課
題
と
し
て

は
、
全
家
庭
で
の
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
と
子
ど
も
達
の
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
を
積
極

的
に
行
い
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環

境
を
フ
ル
活
用
し
、
一
人
一
人

に
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た

学
び
を
保
障
し
て
行
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
等
新
た
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
分
野
が
注
目
さ

れ
、
全
国
的
に
急
速
に
広
ま
る

中
で
先
進
地
の
本
村
と
し
て
今

後
の
新
た
な
取
り
組
み
や
課
題

に
つ
い
て
次
の
３
点
を
伺
う
。

①
現
在
に
於
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

ハ
ー
ド
面
の
整
備
状
況
。

②
小
学
校
低
学
年
へ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
対
応
。

③
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
今
後
の

課
題
や
展
望
。

①
点
目
は
Ｈ
23
年
度
よ
り
段
階

的
に
整
備
を
進
め
て
学
力
向
上

を
図
っ
て
き
て
い
る
が
、昨
年
、

国
で
は
令
和
時
代
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
し
て
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
備
す
る
い
わ
ゆ
る
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
打
ち

出
さ
れ
、
本
年
度
よ
り
予
算
化

さ
れ
整
備
が
進
ん
で
い
る
状

況
。
本
村
で
は
い
ち
早
く
取
り

組
み
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
８
月
に
は
終
了
し

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
も
残
り
１
６
０
台
分
を
今
定

て
行
き
た
い
。
水
路
等
に
つ
い

て
は
、
査
定
は
終
了
し
て
い
る

が
復
旧
工
事
を
進
め
る
に
は
、

先
ず
県
道
及
び
河
川
護
岸
復
旧

の
県
事
業
が
終
わ
っ
た
後
に
堰

や
水
路
の
復
旧
工
事
に
な
る
。

河
川
と
の
関
係
が
あ
る
こ
の
よ

う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
県
の

工
事
に
合
わ
せ
る
た
め
復
旧
ま

で
複
数
年
か
か
る
と
思
う
。
時

間
を
要
す
る
箇
所
等
は
必
要
に

応
じ
て
取
水
ポ
ン
プ
等
の
仮
対

応
や
堰
係
方
々
と
も
話
を
進
め

て
行
き
た
い
。

複
数
年
か
か
る
と
こ
ろ
は
年

次
計
画
を
立
て
進
め
て
行
き

た
い
。頭

首
工
（
堰
）、
水
路
、

農
道
等
の
被
害
概
要
と

河
川
と
の
関
係
、
復
旧
プ
ラ

ン
は
。

被
害
箇
所
の
復
旧
に
つ
い
て

は
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
及
び

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
小

規
模
災
害
復
旧
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
行
政
、
団
体
、
個
人

で
の
復
旧
に
取
り
組
み
を
進
め

田
畑
も
１
５
０
ヶ
所
位

被
害
の
な
か
で
、
水
田

に
必
要
な
堰
や
水
路
の
復
旧
を

要
す
る
箇
所
と
進
捗
状
況
は
。

現
状
は
、
国
の
災
害
復
旧
事

業
で
工
事
を
行
う
為
の
災
害

査
定
を
受
検
中
で
あ
る
が
、

大
規
模
な
被
害
箇
所
で
は
万

江
地
区
の
約
20
ｈ
ａ
の
水
田

の
う
ち
約
15
ｈ
ａ
へ
の
土
砂

流
入
被
害
や
淡
島
堰
や
前
田

堰
の
水
路
流
失
が
あ
る
。
被

災
さ
れ
た
農
家
の
方
も
来
期

の
作
付
は
ど
う
な
の
か
の
声

も
あ
り
、
水
田
の
復
旧
を
早

急
に
進
め
る
方
針
で
あ
る
。

西　孝恒 議員

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
は
如
何
に
！

コ
ロ
ナ
禍
に
於
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
先
進
地
と
し
て
の
対
応
は
！

問

問

問答
教
育
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長
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再
度
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
山
江
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
で
は
、
山
江
村
の
基
本

目
標
と
し
て
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
笑
顔
の

た
え
な
い
む
ら
づ
く
り
を
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
。

定
額
給
付
金
と
は
別
問
題
で
あ

る
。
期
限
を
い
つ
で
区
切
る
の

か
と
い
う
課
題
も
あ
る
の
で
今

後
検
討
す
る
。
意
見
提
案
と
し

て
聞
い
て
お
く
。

こ
の
他
、
納
税
組
合
に
つ
い
て

も
質
問
を
行
っ
た
。

子
が
う
か
が
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
生
活
支
援
対
策
と
し
て

は
事
業
の
成
果
が
あ
っ
た
。

第
三
波
の
感
染
拡
大
の

中
経
済
的
に
も
不
安
を

抱
え
て
い
る
と
思
う
が
現
金
給

付
に
よ
る
支
援
の
考
え
は
。

現
金
給
付
が
い
い
の
か
必
要
品

が
い
い
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
る
の
で
し
っ
か
り
検
討
し

て
い
き
た
い
。
意
見
と
し
て
聞

い
て
お
く
。

国
の
特
別
定
額
給
付
金
に

つ
い
て
、
対
象
日
以
降
に

生
ま
れ
た
新
生
児
に
対
す
る
給

付
金
に
つ
い
て
、
第
二
次
の
交

付
金
で
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
。

新
生
児
へ
の
支
援
に
つ
い
て
第

三
次
の
交
付
金
の
検
討
課
題
と

し
て
考
え
て
い
る
。

第
一
次
臨
時
交
付
金
で

実
施
さ
れ
た
未
来
の
担

い
手
応
援
事
業
に
対
す
る
反

響
は
。

保
護
者
の
方
か
ら
数
件
の
お
礼

の
言
葉
を
伺
い
感
謝
さ
れ
た
様

課
題
等
を
把
握
し
て
検
討
し
て

い
く
。

商
品
券
に
代
わ
っ
て
現

金
給
付
の
考
え
は
。

要
望
と
し
て
受
け
止
め
て
お
く
。

事
業
者
や
農
林
業
者
へ

の
支
援
対
策
は
講
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
村
内
外
に
努

め
て
お
ら
れ
る
就
業
者
も
コ

ロ
ナ
禍
で
勤
め
先
が
影
響
を

受
け
、
給
料
ボ
ー
ナ
ス
等
に

影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
る

が
支
援
の
考
え
は
。

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
や
、
村

独
自
の
事
業
継
続
支
援
金
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

他
村
で
は
通
勤
費
と
ゆ

う
形
で
支
援
さ
れ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
就
業

者
個
人
に
対
し
て
の
支
援
の

考
え
は
。

第
一
次
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

で
17
事
業
、
第
二
次
で
23
事
業

の
経
済
、
予
防
、
生
活
支
援
対

策
を
講
じ
て
お
ら
れ
る
が
生
活

支
援
対
策
４
事
業
に
つ
い
て
再

度
支
援
の
考
え
を
問
う
。

「
や
ま
え
暮
ら
し
応
援

券
」
は
使
用
で
き
る
事

業
所
が
少
な
い
の
で
人
吉
球
磨

管
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
の

発
行
の
考
え
は
。

市
町
村
と
の
協
議
が
必
要
な
の

で
発
行
は
難
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍　

更
な
る
生
活
支
援
対
策
を
！

問

問

問

問

問

問問

問

赤坂　修 議員

ここが聞きたい！ 一般質問！

答
総
務
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
村
　
長

答
村
　
長

答
村
　
長

答
教
育
課
長

地
域
振
興
券
発
行
事
業

未
来
の
担
い
手
応
援
事
業

特
別
定
額
給
付
金

就
業
者
支
援
対
策



⑪ 山江村議会だより 令和３年１月３１日発行

議案第５８号
令和２年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）

※保険税還付等に係る補正　２０万円

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

こんなことが決まりました
議 案 番 号 事　　件　　名 議決の結果

　令和２年第６回議会臨時会が１０月７日に召集されました。令和２年度一般会計補正予算、特別会
計補正予算の計２件が提案され、審議を行った結果、原案通り承認、可決しました。

令和２年第６回山江村議会臨時会報告

令和２年度山江村一般会計補正予算（第６号）

※新型コロナウイルス感染症対応（地方創生臨時交付金）

　に係る補正

　１億７，６２２万４千円

※災害検証及び復興計画策定に係る補正　２５０万円

（補正後の予算総額　７３億７，０１３万円）

原案可決

原案可決議案第５５号

議案第５８号

令和２年度山江村一般会計補正予算（第７号）

※７月豪雨災害復旧に係る補正　２，６２１万７千円

　（補正後の一般会計予算総額　７３億９，６３４万７千円）

こんなことが決まりました
議 案 番 号 事　　件　　名 議決の結果

　令和２年第７回議会臨時会が１１月１６日に召集されました。条例の一部改正、令和２年度一般会
計補正予算の計２件が提案され、審議を行った結果、原案通り承認、可決しました。

令和２年第７回山江村議会臨時会報告

山江村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

※人事院勧告及び熊本県人事委員会勧告に準じた改正を行うもの

　（一般職の期末手当支給額を 0.05 月分引き下げ）

原案可決

原案可決議案第５７号



⑫山江村議会だより令和３年１月３１日発行

【山田川と球磨川の合流地点を調査】 【ワークショップの模様】

【国・県説明】 【復旧・復興プラン（抜粋）】

山
江
議
会
だ
よ
り
「
ま
る
お
か
」　
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「議員活動の１コマ」

豪雨検証及び復旧・復興プランの説明

豪雨災害からの復興へ向けて豪雨災害からの復興へ向けて

　令和２年１０月３０日、令和２年７月豪雨災害検証委員会で協議されている内容について、国土交
通省八代河川国道事務居及び熊本県球磨川流域復興局より説明を受けました。
　また、１２月３日には、検証委員会での結果を踏まえ策定された「令和２年７月豪雨からの復旧・
復興プラン」について、熊本県球磨川流域復興局より説明を受け、意見交換を行いました。
　現在検討されている、「山江村災害復興計画」と連動し、一日も早い復興がなされるよう議会とし
ても取組みを強化してまいります。
　写真の「復旧・復興プラン（抜粋）」については、熊本県のホームページに掲載されています。

　令和２年７月豪雨からの復旧・復興に向けた「山江村災害検証及び復興計画策定委員会」が発足し、
議会からも３名の議員が委員となり、会議へ参加しています。
　令和２年１１月６～７日には、山田川・万江川沿いの災害現場を歩いて調査するとともに、復興計
画策定へ向けたワークショップが開催され、活発な意見交換がされました。
　山江村災害復興計画については、令和３年３月策定の予定で、今後も会議が開催されます。

だ ん だ ん な ぁ
　

令
和
三
年　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
よ
り
生
活
や
社
会
経
済

活
動
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

甚
大
な
影
響
が
出
た
年
で
あ
り
、
日
本

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
思
う
年
で

あ
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
新
し
い
生

活
様
式
を
実
践
し
一
日
も
早
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
願
う

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

講
じ
て
い
る
中
で
、
７
月
豪
雨
災
害
が

発
生
し
甚
大
な
被
害
が
出
て
、
大
規
模

災
害
が
発
生
す
る
近
年
、
改
め
て
自
然

の
猛
威
を
実
感
す
る
年
で
も
あ
り
、
議

会
の
一
員
と
し
て
早
期
の
復
旧
復
興
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

中
竹
議
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
今
年
の
議
会
は
「
学
習
す
る
議
会
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
達
広
報
委
員

も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
限
ら
れ

た
予
算
、
紙
面
の
中
で
、
読
み
や
す
く
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
構

成
内
容
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
会
の
傍
聴

や
忌
憚
の
な
い
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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